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研究ノ発展は，時のた！1従つて，ソ連邦では黛馬大な地域の解明をすす雄ながら，それらが地

質的な生産毒業と密に関係し．てきた．ソ連邦の地質学者の仕事によつて，地球化学的な研舗が

将来大きく発展す・犠礎が轡控れている．

　・／l）年の時の流れの申で過去ヴ）地球・！ヒ学からすべてのその澄ll究成果がよ1）よく吸収され，正確

な用具だけでなくすべての轟、塗備が整備さ廓、ながら，現在その科学要員も確実に成長してき翫し，

また正しい科学論　　・地購童の応．用に対t、、て大き愈蓄積となる実験と結びノ、）いた化学的な過程

ダ叉翠鍵論一一一ゐ鞍羅凝業に！或孝罷してぎプご．
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ソビ羅トの新しい電気ボー鋳ング機鰻
（ノぐイフ鞭内最巽に慧馨（癒黛7モー一タ）
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　1努葱大な鎚澄）石潅iを・．入々は地中から汲み．1二げている窃葱潔）億トン・　一これが最近蓋（X建1鋪鑓跨撫：、界

の薫1鮒采掬総灘、艶ある、、しかしその採撫、はなかなか容らなことではない、，4．、購繍象1、ノばし、、ば深度

数穆購唖翼い地／汐．）下に眠つている、，ソビ溝トではかつて宥油は掘抜井。戸か¢採瀬されたが，

これが工業的が一リン・擁変わるまでに麟拠○が羅要し・た，深い1、1排の掘進脚購糞式さく井

撫が　餐さ離．てかダ　つと緒についたのである。，

　嚢後縷転式さく井法／．驚わ鞍畷藝解）聡瀬採蠣法で三撚馨約地位を占めているターどン洗がソ連

の1錐欝濃i譲によつて9瀞或されヅこ、、　し・か為も〆ダ…ビン擁、さぐ機にも二短、、乳治＆ある難その霧琶ブ誰〕よターヒ〆

、獄壽叢1）込まれ、欝液爵蛍の誉力や罫灘1に1，よつて屡総される、、そ淀二で学薪　く擁支師3嚢は．一ビン嚇さく

機齢長鱗をずべて持三ち・同時にその欠、多、犠のすくでが除かれたボ…リング原鋤機をつくる灘えが

1享んだ．　難童傑丸ボーリン・ググ）ll幾季欝，　そしてそ・の・こ講織はオくソ洗ダーと：㌧〆ではなく澤鞍籔跡幾である、、　とは

いえ，電、㌔翼一1．1ン．グ機を翻懸するのはf糧葺訟こさゴではなかつた、

　て警汰，　どんノな鱗“こ薦　覇テ菱彗灘i践ボーリ　ングはつく　1三浦しているカ・攣　　そ藩蘇激委薫癖響雛一タを雀、ノ、）そ

…タとシャツトの2つの1覇部分か鍵できでいる．シャフ／・はモー一タよ玄｝の懸転をビヅトに伝

え，そしノ！灘羽に所要の祷璽を与えることができ讐、、’賜動ボーリングの1嘩㏄エ、軸はそれを通）て

麓至碧流揖蕊をビツト／こラ蕊る勝

　綻縁ケー・ブノレは譜動ボー～達，／ンムヅ壕幾のそ一㍑タ瓢’慧　、を鐸ミ糸無する．、　ケーブノレ1愈催1々のユ瓢ッ　ト／こ

なつていて，それぞれボー一リング充ズーブ灘内部／鳳組付け1講している登．パイプ相互の ネジ接

＼ぴ際，・ケ・一ヅ．ノレのユ瓢ツトはスリー一ヅによつで確実に叢　1され・i聾，，　穂動ボー紹ン縁ゲイ幾とと1も

に懸く井聡冒ンパノ獄傾斜計が下降さオ蕨．鑑．編ま掘さく進行叡罷ボァホー駆ノ）傾斜方向を

監視し、，地、上のボー！、／ングエの場所にま1寺殊僑号をつたえる装置で憩る。信号は計器類で読みと

られ，さく井作業班は掘さくカ1三し◎，隻行乳〆てい・か．漸定の方向にボアホー，ル・が掘さくされ

てマ・るゐ＞をタ尋iるグy』ぴ1鄭る。

　だが，ター一篭ゴン掘さく考幾の鷺騒轍はそれらを舞1るため鑓は作業を中断し、，　ビ穿トを援デたの

ちに厄介な測定を行ねわ叡ければ触妊）なかうた．鎮斜計と 弾調雛i器との賜の麟路に1一慧動ボー

A・（二羅蕪鐸潔惣1頚敷1）学灘運蕪叢擁聾鍵（豊轍罫

蚤　c《）猟襟際盤搬繕護雛《・讐）ぐ懲ぎP貰250K撫丁蓉《踏磁慰難学1》yも鍵雰丁融x鍵墨葦錨M《〉灘凛僧董《裟，4津1）漁2繁畳≦）嚇

叡茎一…ぐ2懇3）



ソビエトの新しい竃薫ボー夢ング機

リング機に電力を供給しているケーブルが利用された．鳥周波電流はモータに供給する電流の

動力用周波と混らないで発信機からのインパル慌をケーブルによつて伝えるのである．電動ボ

ー一リング機にょる岩石の破砕プ雛せ猟は最大限に薩動化され，連続的に制御調節力窯容易覧ボ

ーりyヅ嚥一タの定出力を変えないようにしている．これは実際瀬で，大量の掘さくやボアホ

ールの急速な掘進や，窯た故障のない作業の裏付けとなやている．バシキールやアゼルバイジ

　ン
琴，■ノ
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カによつて規定されるものではない。ゆえにポンプステーションを簡略化し，さく．井中に液体

の注入を著しく減少せしめている。電動ボーリング機を使用する揚合にはすでにピストンポン

プを使用せず遠心ポンプに切換えられている。これは経済的で，かづ占有面積が少ないうえ，

効率が高く，故障が少ない。

　電動ボーリング機では，将来循環流体を全く使用せず，切羽はガスか，エアーで清掃するこ

とができる。この状態では事実上，任意の深度や，あらゆ喬地質條件の下で電動ボーリング機を、

利用することができる。これは必要とする量の水を供給できなめ地区や掘さくが困難である場

所で，設備や装置の組立設置を任意に省略し，油井掘さくを促進することができる．例えば，

最近バキン油田地帯のある地点で電動ボーリング機がほとんど深さ5，000mの油井掘さくに用

いられた。実験では最も深いところでも電動ボーリング機が良好に作動し，一方，傾斜計のイ

ンパルスはボーリングマンの制御盤に定期的に信号を送つているのがわかつた。7力年計画に

はこの方法の広範な普及が計画されている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　付　　　記

　1）普通に掘さくされてV・る径は25cmで18～20cm径の管の中に出力230・｝250kWをもつモ

ータが納められている。また小口径のものが研究され，すでに径17cmのものができあがつてお

り，さらに径12．7cmのものが設計されている。

　2）モータは400～500kg／cmの水圧に耐えるため，この圧以上の圧力をもつ油で満されてV・

る。

　3）地表との連絡はパイプに代つてケーブルワイヤにする研究が行なわれている。
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